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１ 。 は じ め に

先 史 時 代 の 植 生 ・ 環 境 に つ い て は 、 お も に 花 粉 分 析 の 結 果 か ら 検 討 か 行 わ れ て い る

が 、 南 九 州 で は 厚 く 堆 積 し た 火 山 灰 層 の 影 響 で 花 粉 の 保 存 に 適 し た 泥 炭 層 な ど の 低 湿

地 堆 積 物 か 形 成 さ れ に く い た め 、 こ の 分 野 の 研 究 例 か 少 な い の が 現 状 で あ る 。

植 物 珪 酸 体 （ プ ラ ン ト ・ オ パ ー ル ） は そ の 主 成 分 か 鉱 物 と 同 じ 珪 酸 で あ る た め 、 低

湿 地 は も と よ り 台 地 上 の 土 壌 も 分 析 の 対 象 と な る 。 ま た 、 照 葉 樹 林 の 主 要 な 樹 種 に つ
い て は 属 レ ペ ル で の 同 定 も 可 能 で あ る 。

こ こ で は 、 南 九 州 に 広 く 分 布 す る 桜 島 薩 摩 テ フ ラ （ 約 １ ０ 、 ５ ０ ０ 年 前 ） 、 鬼 界 ア カ ホ ヤ

火 山 灰 （ 約 ６ 、 ３ ０ ０ 年 前 ） 、 霧 島 御 池 軽 石 （ 約 ４ 、 ２ ０ ０ 年 前 ？ ） な ど を 時 間 軸 と して、 植 物

珪 酸 体 分 析 の 結 果 か ら 南 九 州 の 植 生 ・ 環 境 に つ い て 検 討 を 行 っ た 。

２ 。 照 葉 樹 林 の 分 布 ・ 拡 大 の 様 相

種 子 島 や 屋 久 島 で は 、 種 Ⅲ 火 山 灰 （ 約 ３ ． ８ 万 年 前 ） や 姶 良 Ｔ ｎ 火 山 灰 （ 約 ２ ． ２ ～ ２ ． ５ 万 年

前 ） の 上 下 層 か ら 、 シ イ 属 や イ ス ノ キ 属 な ど の 植 物 珪 酸 体 が 検 出 さ れ た （ 杉 山 、 未 発

表 ） 。 こ れ ら の 地 域 で は 最 終 氷 期 を 通 し て 照 葉 樹 林 が 分 布 し て い た も の と 推 定 さ れ る 。

加 世 田 市 や 鹿 児 島 市 で は 、 桜 島 薩 摩 テ フ ラ （ 約 １ ０ 、 ５ ０ ０ 年 前 ） の 直 下 層 か ら シ イ 属 や ク

ス ノ キ 科 か 検 出 さ れ た （ 図 ① ） 。 当 時 の 森 林 植 生 の 主 体 は コ ナ ラ な ど の 落 葉 広 葉 樹 で

あ っ た か 、 こ れ に 混 在 し て 照 葉 樹 も 見 ら れ た も の と 推 定 さ れ る 。

花 粉 分 析 の 結 果 に よ る と 、 南 九 州 で は 約 ８ 、 ５ ０ ０ 年 前 に は 照 葉 樹 林 が 成 立 し て い た も の
と 推 定 さ れ て い る （ 松 下 、 １ ９ ９ ２ ） 。 植 物 珪 酸 体 分 析 に よ る と 、 鬼 界 ア カ ホ ヤ 火 山 灰

（ 約 ６ 、 ３ ０ ０ 年 前 ） の 直 下 層 で は 九 州 南 部 の 広 い 範 囲 で 照 葉 樹 か 検 出 さ れ た が （ 図 ② ） 、

都 城 市 周 辺 や 宮 崎 市 付 近 の 内 陸 部 な ど で は 霧 島 御 池 軽 石 （ 約 ４ 、 ２ ０ ０ 年 前 ？ ） 直 下 層 （ 図

④ ） や 現 表 土 層 （ 図 ⑤ ） で も 照 葉 樹 が 検 出 さ れ な い と こ ろ が み ら れ た 。 こ の よ う に 、

内 陸 の 台 地 上 な ど で は 照 葉 樹 林 の 分 布 拡 大 の 時 期 が か な り 遅 れ た も の と 推 定 さ れ る 。

３ 。 火 山 噴 火 が 植 生 に 及 ぼ し た 影 響

幸 屋 火 砕 流 （ 約 ６ 、 ３ ０ ０ 年 前 ） が 及 ん だ 鹿 児 島 県 南 部 で は 、 同 テ フ ラ 層 を 境 に 照 葉 樹 が

見 ら れ な く な り （ 図 ③ ） 、 ス ス キ 属 を 主 体 と す る 草 原 植 生 に 移 行 し た こ と が 確 か め ら

れ た 。 上 位 の 池 田 湖 テ フ ラ （ 約 ５ 、 ７ ０ ０ 年 前 ） と の 関 係 か ら 、 こ れ ら の 地 域 で は 少 な く と

も ６ ０ ０ 年 間 は 照 葉 樹 林 が 回 復 し な か っ た も の と 推 定 さ れ る 。

火 砕 流 が 及 ば な か っ た 国 分 市 や 宮 崎 県 南 部 で は 、 鬼 界 ア カ ホ ヤ 火 山 灰 の 直 上 か ら 照

葉 樹 の 植 物 珪 酸 体 が 検 出 さ れ て い る 。 し た が っ て 、 こ れ ら の 地 域 で は 照 葉 樹 林 が 絶 え
る ほ ど の 壊 滅 的 な ダ メ ー ジ は 受 け な か っ た 可 能 性 が 考 え ら れ る 。 火 砕 流 の 縁 辺 部 に あ
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た る 鹿 児 島 県 中 部 に つ い て は あ ま り 検 討 が 行 わ れ て い な い こ と か ら 、 今 後 は こ の 地 域

に つ い て 分 析 デ ー タ を 増 や し て い く 必 要 か あ る 。

４ 。 イ ネ 科 植 生 の 変 遷

姶 良 Ｔ ｎ 火 山 灰 （ 約 ２ ． ２ ～ ２ ． ５ 万 年 前 ） の 上 位 か ら 縄 文 時 代 草 創 期 に か け て は 、 南 九 州

の 広 い 範 囲 で ク マ ザ サ 属 が 卓 越 す る イ ネ 科 植 生 が 推 定 さ れ て い る 。 お そ ら く 、 当 時 は

落 葉 広 葉 樹 林 の 林 床 な ど に ク マ ザ サ 属 が 繁 茂 し て い た の で あ ろ う 。 ク マ ザ サ 属 は 氷 点

下 で も 光 合 成 活 動 を し て お り 、 雪 の 中 で も 緑 を 保 っ て い る こ と か ら 、 大 半 の 植 物 が 落

葉 ま た は 枯 死 す る 秋 か ら 冬 に か け て は シ カ の 重 要 な 食 物 と な っ て い る （ 高 槻 、 １ ９ ９ ２ ） 。

ク マ ザ サ 属 は 一 般 に 約 １ 万 年 前 を 境 に 急 激 に 減 少 し 、 メ ダ ケ 属 （ ネ ザ サ 節 ） や ス ス

キ 属 を 主 体 と す る 草 原 植 生 に 移 行 し て い る 。 こ の 植 生 変 化 に つ い て は 、 寒 冷 か ら 温 暖

へ の 気 候 変 化 に 加 え て 、 火 入 れ な ど 人 間 活 動 の 影 響 が 考 え ら れ て い る （ 杉 山 ほ か 、 １ ９

９ ２ ） 。 こ の よ う な 人 間 の 植 生 干 渉 が 、 台 地 上 に お け る 照 葉 樹 の 分 布 拡 大 を 妨 げ る 一 因

に な っ た も の と 推 定 さ れ る 。

５ 。 稲 作 の 開 始 時 期

鹿児島大学構内遺跡（郡元団地Ｌ-１１・１２区）では、４、４１０±９０ｙ．Ｂ．Ｐ．（ＧＥｌｋ-１７５４３）

の 放 射 性 炭 素 年 代 測 定 値 か 得 ら れ た 泥 炭 層 か ら イ ネ の 植 物 珪 酸 体 や イ ネ 属 型 の 花 粉 が

検 出 さ れ た （ 古 環 境 研 究 所 、 １ ９ ９ ４ ） 。 こ こ で は 、 ヨ シ 属 や カ ヤ ツ リ グ サ 科 な ど の 繁 茂

す る 湿 地 を 拓 い て 水 田 稲 作 が 開 始 さ れ た も の と 推 定 さ れ る 。 花 粉 分 析 に よ る と 、 周 辺

の 森 林 植 生 は 照 葉 樹 林 （ ア カ ガ シ 亜 属 主 体 ） か ら ２ 次 林 と み ら れ る 落 葉 広 葉 樹 林 （ コ

ナ ラ 亜 属 主 体 ） に 移 行 し て お り 、 こ の 時 期 に は す で に 森 林 へ の 人 為 干 渉 か 行 わ れ て い

た こ と が 分 か る 。 今 後 は 、 周 辺 地 域 で の 調 査 事 例 を 増 や す と と も に 、 泥 炭 層 の 年 代 に
つ い て 詳 細 な 検 討 を 行 う 必 要 が あ ろ う 。
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桜島薩摩テフラ（約１０，５００年前）
の降下以前

霧島御池軽石（約４，２００年前？）
直下層

鬼界アカホヤ火山灰（約６，３００年
前）直下層

現表土層
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鬼界アカホヤ火山灰（約６，３００年
前）直上層

図１
九州南部における照葉樹起
源の植物珪酸体の出現状況

○ 一 一 検 出 さ れ た と こ ろ

● 一 一 検 出 さ れ な い と こ ろ

照葉樹起源の植物珪酸体：
プナ科（シイ属，アカガシ亜属），
クスノキ科（バリバリノキ，タブな
ど），マンサク科（イスノキ属），
その他

杉山・早田（１９９４）に加筆・改変


